


目的:

　小児急性脳症の病原に関するウイルス学的検討を行い,その病原を決定する。

方法及び材料:

　東京女子医大小児料より送付された倉内例(急性脳炎)の髄液よりのウイルヌ

分離にはサル腎細胞(MK)初代,ヒト胎児肺細胞(HEK)および MDCK 細胞を用いた。

　血清は 4 病日,10 病日採取のものにつきエコー 4(E4),エコー 7(E-7),コクサ

ッキー A-9,コクサッキー B-3,インフルエンザ A 及び B,麻疹.アデノマイコプ

ラズマ・ニューモニエの各抗原を用い補体結合反応微量法で行った。


